
小豆島町の人口ビジョンと総合戦略

香川県小豆島町



小豆島町の人口ビジョンと総合戦略 2015～2019 

総 合 戦 略

 今後とも移住者100人（うち50

人が定住）が持続し、

国の長期ビジョンと同様の合

計特殊出生率（2040年に2.07、

出生者80人～85人）を達成し

た場合、2060年の人口は、

約１万人(社人研推計約6千

人）になる。

 高齢化率においても、36.7%

（社人研推計49.5％）となり、

バランスのとれた人口構成

に向かっていく。

【 基 本 理 念 】

ま ち ひ と しごと

地区・地域ごとに

主体的、自主的な

目標の設定と取組み

人口に占める島回帰

（移住者）100人

を持続する

地域経済の循環を高め

商工会等の魅力を磨き

多様なしごとをつくる

基 本 目 標 小豆島の基盤をつくる施策

基 本 施 策

健康づくり
子育ち・
人づくり

農業の再生
と復権

産業づくり

文化・アート
総合戦略

国際交流・
移住者

自然・環境交通の復権

小豆島中央病院
を核とした

地域医療の充実

利用者の視点
に立った公共交通

の再生

新しい高校を
活かした文武両道

の人づくり

瀬戸内国際芸術祭
２０１６の取組み

人口ビジョン

【 小豆島を21世紀の日本と世界の「希望の島」に 】
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目標：6地域（5年間） 目標：年間移住者100人 目標：就業率　H31：55％

※小豆島町創生総合戦略会議を継続して開催し、ＰＤＣＡによる効果検証を実施するとともに、住民のニーズや社会情勢の変化に応じて、随時見直しを実施する。
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6.5% 13.5%

44.0%
49.8%
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36.7%

社人研推計

（2060）

小豆島町人口ビジョン

（2060）

３区分別の人口割合の変化

小豆島町人口ビジョン条件

●移動・・・社人研推計と同様の「移動率」、
さらに2020 年からは、ここ最近
の状況から年間100人の移住者
のうち50％が定住すると見込む

●出生・・・国の「長期ビジョン」と同様の合
計特殊出生率での出生（約80
～85人）を見込む

●死亡・・・社人研推計と同様の「生存率」
を見込む

小豆島町人口ビジョン

小豆島町の人口ビジョンについて ①
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 今後とも移住者100人（うち50人が定住）が持続し、

国の長期ビジョンと同様の合計特殊出生率（2040年に2.07、出生者80人～85人）を

達成した場合、2060年の人口は、約１万人（社人研推計：約６千人）になる。

・２０６０年に約１万人の人口を維持

（社人研推計の約1.62倍）

 高齢化率においても、36.7％（社人研推計49.5％）となり、バランスのとれた人口

構成に向かっていく。

・年少人口割合 社人研推計 6.5％→人口ビジョン 13.5％

・生産年齢人口割合 社人研推計 44.0％→人口ビジョン 49.8％

・高齢者人口割合 社人研推計 49.5％→人口ビジョン 36.7％

小豆島町の人口ビジョンについて ②
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消防団

コミュニティ・レベルからの地方創生を目指して

文化・
アート

公民館

小規模
多機能
施設

商 店

子育ち

高齢者・
障害者福祉
健康づくり

地場産業

有害鳥獣

地区・地域ごとに （旧小学校区のイメージ）

旧小学校区などの地域ごとに、
それぞれの地域が主体的、自主的に目標の設定と取組み

総合戦略人口ビジョン 小豆島町
全体

例

学 校
（廃校含む）
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小豆島中央病院を核とした地域医療の充実

すくすく子育ち応援アクションプランの実践

地域資源を活かした食の地場産業の活性化

瀬戸内国際芸術祭２０１６の取組み

総 合 戦 略

多様な人財や能力を呼び込むNPO法人の設立

心をつなぐ移住相談窓口の設置

空き家の有効活用にむけたバンクの充実

交流人口の拡大を目指す体験施設の運用

移 住 戦 略

移住者は、
レストランや農業、

オリーブやアートなど、
小豆島の魅力を高める

担い手

英会話教室や絵画教室、
自然遊びなど、

日本一の子育ちプランの
実践に多様な人財が必要

地域の人と移住者が
交流し、お互いに切磋琢磨
することで、化学反応が

起こり、地域の魅力が向上

外の視線で
島をみつめ、人と人、
地域と地域をつなぎ、

絆や助け合いの心を育む
地域みがきを実現

趣 旨

人口に占める島回帰（移住者１００人）の持続を目指して
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小豆島町移住者数の推移（年度別）

Jターン
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【H26年度移住者
の主な就労状況】

■製造業
（醤油、佃煮 等）

■観光・宿泊施設
（民宿真里 等）

■オリーブ関連
（井上誠耕園 等）

72世帯
計 120人

87世帯
計 117人

6世帯

10世帯

5世帯

12世帯

17世帯

105世帯
計 131人
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同志社⼤学との海中遺構調査

⼩⾖島で活躍する移住者の皆さん

移住者の知恵とパワーや情熱で
新しい地域おこしの⾵を！

野菜づくりは人づくり
谷口 勉さん、園江さん（愛媛県出身/H17.11移住）

【経歴・活動状況等】
・移住をきっかけにH21年    
パラの栽培を開始

・H27年  認定農業者（農業
経営の⽬標に向けて、⾃らの創
意⼯夫に基づき、経営の改善を
進めようとする農業者）に認定

・現在、アスパラを２０a栽培、さ
らなる収穫量増加     夫婦
で奮闘

小豆島からアートを世界中に発信
パトリック・ツァイさん(東京都・アメリカ出身/H26.12移住)

【経歴・活動状況等】
・アメリカニューヨーク⼤学映画学科
卒業

・アーティスト、写真家として、東京
の美術館での展⽰や写真集が
『TIME/タイム』ベスト2012に選ば
れるなど、幅広い活動を展会

・英語やパソコンの教員歴を活かし
た新しい学びの教室など、草壁地
区を拠点に展開予定

地元の新鮮な素材を活かして
渋⾕ 信⼈さん （山形県出身/H23.6移住）

【経歴・活動状況等】
 東京六本⽊ 兵庫県⻄宮 
イタリアンレストランで修業後、
⼩⾖島町に移住

・H23年8⽉にイタリアンレストラ
ン「ＦＵＲＹＵ」をオープン

・H28年度   新  ⼩⾖島
の⾷材を使⽤したジェラート
ショップを開業予定

東瀬戸内の石の文化を世界遺産に
川宿田 好見さん （鹿児島県出身/H25.7移住)

【経歴・活動状況等】
 ⿅児島国際⼤学国際⽂化学部
⼈間⽂化学科卒、同⼤学院国際
⽂化研究科博⼠後期課程修了

・世界考古学会議中間会議⼤阪
⼤会においてﾍﾞｽﾄ･ﾎﾟｽﾀｰ賞受賞

・考古学、博物館学を専⾨に、地
域の活性化について、⽂化遺産を
⽤  学術研究 住⺠共同 考
古学(ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｱｰｹｵﾛｼﾞｰ)を実践

地元住民との交流イベントのようす

移住を機にアスパラ栽培を始めた谷口さんご夫妻

子どもたちと英語で交流するようす

江戸時代の修羅引き再現実験のようす
p.7



地域の資源を活かし地域経済の循環を目指す取組みの考え方

～ 地域内でお金を回し、多様なしごとをつくっていく ～

商品などの売り上げ

入ってくるお金

経済（お金）の流れと仕組み

観光などサービスの売り上げ

国の補助金、交付税、年金、税金

原材料、エネルギー、商品などの仕入れ

本社などへのお金の移転

町外の商品やサービスなどの購入

大学生などへの仕送り

町 外 小豆島町
出ていくお金

人口減少など経済のパイが小さくなるなかで、魅力ある商品の開発 →

小豆島の自然、文化、伝統、アートなど魅力を高める取組み →

国の財政が厳しいなかで、今後は縮小していく →

 海、気候、風土など地域の資源を活かし、農業や漁業の元
気をつくり、食の原材料の確保と地産地消の推進

 再生可能エネルギーの活用

 地域に密着した多様な企業を育む

 企業版ふるさと納税の推進

 商工会の魅力を磨き、徹底した地元商店の利用

 小豆島中央病院や地域公共交通などをみんなで利用

 町の将来を担う人材を育むため、一定の税を投入

 小豆島の魅力を高める調査や研究、アートなど「知」の還元

★地域でお金が回る好循環

★地域のつながりが強化

★顔の見える安心な食生活

★災害に強い暮らしの実現

たくさん稼いでも、地域内で使われず、

お金がすぐに出て行ってしまうと、地域内の所得は増えない

今は全体の不足を
ここで補填
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小豆島町の総合戦略の「小豆島の基盤をつくる」施策

小豆島の基盤をつくる施策 【 2015・2016】

p.9



小豆島町の総合戦略の基本施策 2015～2019

基 本 施 策

健康づくり 子育ち・人づくり 産業づくり 農業の再生と復権

文化・アート総合戦略 交通の復権 自然・環境 国際交流・移住者

【 小豆島を21世紀の日本と世界の「希望の島」に 】
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小豆島と日本の歴史をふりかえり、再び輝く時代へ

地球誕生
46億年前

小豆島の誕生
1300万年前

古事記 712年

国生み神話

10番目の島

日本書記 720年

応神天皇

小豆島行幸

大和王権との深い関係

星ヶ城 1340年頃

佐々木信胤

海上権掌握

豊臣氏 蔵入地

徳川幕府 天領

南北朝との関係
中央政権の

直轄地

石 素 麺

農村
歌舞伎

塩 醤 油

素晴らしい産業、文化を育み

輝いていた時代

宝物を磨いて、人口減少時代に立ち向かう

150年

人類が経験したことのない急激な人口変動

【 資 料 】
鬼頭宏「明治以前日本の地域人口」
総務省統計局「我が国の推計人口」
国立社会保障・人口問題研究所「推計人口」
内海町史ほか

日本の人口推移

小豆島の人口推移

海

文化交流

芸術産業

おひさま

食農業

環境ｵﾘｰﾌﾞ

ひ と

優しさ情熱

誇知恵

地 域

絆連帯

祭信仰

島のもっている魅力

創造力

科学技術

アート

自然・瀬戸内海

有機農業

エネルギー

教育・ひと

人間力

道 徳

国際化・交流・

関係性

情 報

未来を輝かせる新しいちから

小豆島の未来

ｷﾘｽﾄ教伝来 1586年

一月で1400人の信者

高山右近 中山潜伏

キリシタンの島

空海修行 800年頃

山岳霊場

小豆島88か所

癒しの島 p.11
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国勢調査開始
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大正9年（1920年）

5,596万人
国勢調査開始
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1940年
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60,949人（1950年）
第1次ベビーブーム
１947年～1949年

日本の人口推移
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1872年
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未来を輝かせる

新しいちから

海

文化交流

芸術産業

おひさま

食農業

環境ｵﾘｰﾌﾞ

ひ と

優しさ情熱

誇知恵

地 域

絆連帯

祭信仰

創造力

科学技術

アート

自然・瀬戸内海

有機農業

エネルギー

教育・ひと

人間力

道 徳

国際化・交流・

関係性

情 報

石 素 麺

農村
歌舞伎

塩 醤 油

素晴らしい産業、文化を育み

輝いていた時代

地球誕生
46億年前

小豆島の誕生
1300万年前

古事記 712年
国生み神話
10番目の島

日本書記 720年
応神天皇

小豆島行幸

空海修行 800年頃
山岳霊場

小豆島88か所起源

星ヶ城 1340年頃
佐々木信胤
海上権掌握

ｷﾘｽﾄ教伝来 1586年
一月で1400人の信者
高山右近 中山潜伏

豊臣氏 蔵入地
徳川幕府 天領

大和王権との深い関係 癒しの島
南北朝との関係

キリシタンの島
中央政権の

直轄地

【 資 料 】

総務省統計局「我が国の推計人口」

国立社会保障・人口問題研究所「推計人口」

内海町史ほか

近世以前の小豆島
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